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研究方法 

国立がん研究センター中央病院に集積されている、2008 年から 2014

年までの原発性悪性骨腫瘍の患者さんの匿名化された診療情報を集

計し、全国骨軟部腫瘍治療研究会（JMOG）参加施設における症例の腫

瘍学的成績について後方視的に解析します。また、それ以前の症例に

関しても、JMOG 参加施設より情報を収集します。 

共同研究機関名 

JMOG 参加施設（http://jmog.jp/map/index.html）のうち、本研究に参加

することを締結した施設となります。 

 

研究代表者 
主任施設の名称：国立がん研究センター中央病院 

研究責任者：川井 章 

研究事務局 
所属：岐阜大学医学部整形外科 

氏名：永野 昭仁 

問い合わせ先 
氏名（所属・職名）：整形外科 岡本正則   

電話：0263-37-2659 

 

診療記録、検査結果を研究、調査、集計しますので、新たな診察や検査、検体の採取の

必要はありません。 

 

利用する情報からは、患者様を直接特定できる個人情報を削除し、研究事務局である岐

阜大学に提供します。 

研究成果は今後の医学の発展に役立つように学会や学術雑誌などで発表しますが、

その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

この研究にご自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、またご不明

な点については、上記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 

研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。ただし、

同意取り消しの申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文などで公表されていた場

合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには、結果を廃棄で

きないこともあり、引き続き使わせていただくことがあります。 


